







































































































東日本大震災前の平成 22 年（2010 年）を基準として、平成 23 年（2011 年）の平均
単価が上昇した魚種を表 1に、10％以上下落した魚種を表 2にまとめた。表 1と表 2に





22-23 年 23-24 年 22-24 年 22-23 年
さめ類  24.3 -21.4 -2.3 数量増加
ひらめ  18.1 -6.4 10.5 数量増加
さけ・ます  17.2 -13.4 1.5 数量増加
まぐろ類合計  2.2 5.2 7.5
きはだまぐろ  1.9 10.8 12.9




























22-23 年 23-24 年 22-24 年 22-23 年
いわし類  -80.4 241.4 -33.1 数量増加
すけとう  -66.5 30.4 -56.3 数量増加
いか類  -62.4 3.9 -61.0 数量増加
たら  -18.9 -9.2 -26.3
さば  -17.5 26.7 4.5 数量増加
かつお  -15.8 23.1 3.6 数量増加






















22-23 年 23-24 年 22-24 年 22-23 年
めろうど  -50.0 86.4 -6.7
すけとう  -27.4 -38.8 -55.5 数量増加
いわし類  -21.3 32.5 4.3
いか類  -15.9 5.9 -11.0
かじき類  -14.0 7.2 -7.8
さば  -12.8 13.9 -0.7




























22-23 年 23-24 年 22-24 年 22-24 年
すけとう  -27.4 -38.8 -55.5 数量増加
さんま  -12.1 -27.9 -36.6
たら  1.3 -32.1 -31.2
さけ・ます  -5.6 -21.4 -25.8
いさだ  -25.3
ひらめ  -1.7 -21.5 -22.9 数量増加
さめ類  -4.8 -15.8 -19.8
まぐろ類合計  21.0 -29.3 -14.5 数量増加















































年 10 月 21 日現在、水産物のうち、海産物では、すずき、ひがんふぐ、くろだいが
出荷制限指示を出されている。（http://www.r-info-miyagi.jp/r-info/restriction/）
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